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１．組織の概要

【事業所名及び代表者名】

大宮建設株式会社

代表取締役　田村英明

【所　在　地】

本 社 ：　〒780-0052　高知県高知市大川筋１丁目３番２６号
正蓮寺事務所 ：　〒780-0002　高知県高知市重倉１４８９‐５

【環境管理責任者氏名】

環境管理責任者 営業部　　濵口　誠一

【事業内容】

　建　設　業（土木一式）

　建設の許可

許　可　番　号　　高知県知事　(特　－　2)第　３１号

許 可 年 月 日　　令和2年６月２４日

　創立年　　昭和29年

　資本金　　2000万円

　建設業の種類

土木工事業　　とび・土工工事業　　石工事業　　鋼構造物工事業

ほ装工事業　　しゆんせつ工事業　 水道施設工事業

会　計　年　度 令和３年度（令和3年6月1日～令和4年5月31日）

平成29年度
（Ｈ30年5月末現在）

平成30年度
（令和元年5月末現在）

令和元年度
（令和2年5月末現在）

令和2年度
（令和3年5月末現在）

令和3年度
（令和4年5月末現在）

百万円 410 222 509 711 286

人 16 20 18 18 18

㎡ 54 54 54 54 54

㎡ 188.5 188.5 188.5 188.5 188.5

㎡ 44.53 44.53 44.53 44.53 44.53

㎡ 2,880 2,880 2,880 2,880 2,880　　正連寺事務所

事業の規模

　売上高

　従業員

　延べ床面積

　　本社

　　正連寺事務所

　敷地面積

　　本社



２．対象範囲（認証・登録範囲）、レポートの対象期間及び発行日

対象範囲（認証・登録範囲）

大宮建設株式会社　　　全社（全組織・全活動・全従業員）

本　　　社　　　：高知県高知市大川筋１丁目３番２６号

正蓮寺事務所：高知県高知市重倉１４８９‐５（常駐者はなし）

レポートの対象期間

令和3年6月～令和4年5月

環境活動レポートの発行日

令和4年7月25日

作成責任者

環境管理責任者　濵口誠一

項        目
当社対
象有無

備　　考

貧困をなくそう オーガニック

飢餓をゼロに オーガニック、フェアトレード

すべての人に健康と福祉を 高齢者雇用

質の高い教育をみんなに 環境教育の実施

ジェンダー平等を実現しよう 障害者雇用

安全な水とトイレをを世界中に 水道使用

エネルギーをみんなにそしてクリーンに 再生可能エネルギー使用

働きがいも経済成長も 高齢者雇用、障害者雇用

産業と技術革新の基礎をつくろう 低燃費、長寿命化、環境負荷低減

人や国の不平等をなくそう 高齢者雇用、障害者雇用

住み続けられるまちづくりを ○ ＣＯ2 削減、エコドライブ

つくる責任つかう責任 ○ コピー用紙削減、環境配慮工事

気候変動に具体的な対策を ○ ＣＯ2 削減、省エネ、環境配慮工事

海の豊かさを守ろう 下水道、排水処理の場合

陸の豊かさも守ろう 緑化、植林、社有林の保全

平和と公正をすべての人に 寄付、環境教育

パートナーシップで目標を達成しよう 寄付、環境教育

16

17

6

7

8

9

15

14

対象となる持続可能な開発目標（SDGs）範囲

1

2

3

4
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10

11

12
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【環境経営理念】

【環 境 経 営 方 針】

①

②

③

④

⑤ 環境負荷の少ない工事を行います。

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

制　定　日： 2010年10月1日

改　訂　日： 2020年4月27日

代表取締役 田村 英明

現場、本社における水使用量を削減します。

3. 環境経営方針　

大宮建設株式会社は、高知市を中心に土木工事を行っております。建設業を営む者として、

ますます深刻化する地球温暖化や、今後予想される地下資源の枯渇への対応が人類共通の

重要課題との認識にたち、土木工事業の事業活動における環境負荷の低減を行い、継続的

な改善による環境経営を推進してゆきます。

トラック・重機・一般車両の燃料消費に伴う二酸化炭素排出量を削減します。

建設資材の省資源、廃棄物の３Ｒ（減量、再使用、再生利用）を推進します。

現場、本社における電力使用量の削減による二酸化炭素排出量を削減します。

グリーン購入を推進します。

環境関連法規及び条例等を遵守します。

環境経営方針は広く従業員に周知徹底します。

地域周辺に対するボランティア活動に積極に参加します。

環境経営レポート等環境情報について広く外部公表します。



4．環境管理組織体制

・環境経営に関する統括責任

・環境経営システム実施に必要な人、設備、費用、時間、技能・技術者を準備

・環境管理責任者を任命

・環境方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

・環境経営目標、環境経営計画・環境管理組織体制を承認

・代表者による全体評価と見直し実施

・環境経営レポートの承認

・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境関連法規等の取りまとめ表を承認

・環境経営目標、環境経営計画・環境管理組織体制を確認

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

・環境経営レポートの確認

・環境管理責任者の補佐、ＥＡ２１委員会の事務局

・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

・環境経営目標、環境経営計画・環境管理組織体制原案の作成

・環境活動の実績集計

・環境関連の外部コミユニケーションの窓口

・環境経営レポートの作成、公開

・自部門における環境方針の周知、従業員への環境教育訓練実施

・自部門に関係する環境活動計画の実施、達成状況報告

・自部門に関係する緊急事態訓練の実施

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・決められた事を守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

代 表 者

代表取締役　田村英明

環境管理責任者

社員　浜口誠一

環境事務局

社員　中田幸子

総務部 営業部 工務部・正連寺事務所

社員　中田幸子 社員　浜口誠一 社員　浜口誠一

総 務 部
営 業 部
工 務 部

全 従 業 員

環境管理システム　役割・責任・権限表

役割・責任・権限

代表取締役

環境管理責任者

環 境 事 務 局



　

　環境目標は、平成26年6月～平成29年5月の期間の平均データを基準とし設定しております。

　単年度

グリーン購入（％）

※購入電力のCO2排出係数は平成30年12月27日公表の四国電力の調整後排出係数0.535㎏-CO2/kWｈを使用した。

※基準年（３ヶ年平均）の二酸化炭素排出量も0.535㎏-CO2/kWｈを用いて算出した。

※グリーン購入量は製品購入金額全体に対する環境商品の購入金額割合（％）

※環境負荷の少ない工事件数（目標値は全受注件数に対する環境配慮工事の割合）

・ 低騒音・排出ガス対策型の重機使用

・ 型枠・工事看板への間伐材の使用

・ 環境負荷の少ない材料（リサイクル材、県産品等）の使用

※昨年までの水使用量の目標値と実績がかけ離れているので基準値を修正した。

中長期目標

環境負荷の少ない工事件数（％） 27件/27件 100 100 100 100

環境美化活動（回） 10 10 10 10 10

グリーン購入（％） 80 91 92 93 94

水使用量（m3） 230 224

燃料使用量（灯油）（ℓ） 289 277

電力使用量（kWh) 13,256 12,726

223 222 221

100

10

廃棄物再資源化率（％）

環境負荷の少ない工事件数（％） 27件/27件

環境美化活動（回） 10

環 境 経 営 目 標 項 目

一般廃棄物排出量（ｔ） 0.05 0.0480

産業廃棄物排出量（ｔ） 1,268 1,217

100

環 境 経 営 目 標 項 目
基準年(３ヶ年平均) 令和3年度　目標

Ｈ26.6.1-Ｈ29.5.31 R3.6.1-R4.5.31

二酸化炭素排出量（㎏-CO2） 72,906 69,990

燃料使用量（軽油）（ℓ） 13,032 12,511

燃料使用量（ガソリン）（ℓ） 13,520 12,979

100

水使用量（m3） 264 225

80 90

目標 目標

３ヶ年平均 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

実績（基準年） 目標 目標

電力使用量（kWh) 13,256 12,593 12,461 12,328 12,196

二酸化炭素排出量（㎏-CO2） 72,906 69,261 68,532 67,803 67,074

266

燃料使用量（軽油）（ℓ） 13,032 12,380 12,250 12,120 11,989

燃料使用量（ガソリン）（ℓ） 13,520 12,844 12,709 12,574 12,438

５．環境経営目標

廃棄物再資源化率（％） 100 100 100 100 100

産業廃棄物排出量（ｔ） 1,268 1,205 1,192 1,179 1,167

一般廃棄物排出量（ｔ） 0.05 0.0475 0.0470 0.0465 0.0460

燃料使用量（灯油）（ℓ） 289 275 272 269



６．環境経営計画

期間：　令和3年6月　～　令和4年5月
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ＣＯ2

排出量
削減

電力使用量削減

電気のスイッチをこまめに消す

中田
令 和 4 年
5 月 末

エアコンの設定温度を冷房（28°）暖房（20°）にする

ＰＣの不使用時の電源オフ

クールビス・ウォームビズを活用する

現場事務所にカーテンを設置する

燃料使用量削減

給油量を記録して燃費の計算をする

令 和 4 年
5 月 末

重機のアイドリングストップを推進する

出来るだけ乗り合わせて使用車両を減らす

浜口

項目 活動内容 責任者 期 限

一般廃棄物排出量削減

可燃ゴミの計測

中田
令 和 4 年
5 月 末

コピー用紙の裏紙の使用

集約コピーを活用し、コピー枚数の削減

書類の電子化を進め、ペーパーレスを心掛ける

令 和 4 年
5 月 末

水使用量削減 中田
令 和 4 年
5 月 末

令 和 4 年
5 月 末

建設副産物のリサイクル推進

排出量を削減する為、工事別で施工方法を考える

運搬・処分委託契約を必ず交わす

マニフェスト伝票による管理を徹底する

グリーン購入 中田

産業廃棄物はできるだけ再資源化処理業者に委託する

蛇口の閉め忘れが無いか確認する

使用済みインクカートリッジを業者に渡す

産業廃棄物排出量削減 浜口

エコ商品を優先して購入する

ロードボランティア活動を行う

事務所周辺を毎朝清掃する

低騒音、排出ｶﾞｽ対策の重機を使用する

粉塵発生の低減

型枠・工事看板への間伐材の使用

環境負荷の少ない材料（リサイクル材、県産品等）の使用

環境配慮工事チェックシートによる工事前後の協議

環境美化活動 中田
令 和 4 年
5 月 末

環境負荷の少ない工事 浜口
令 和 4 年
5 月 末

散水車による道路散水



７．環境経営計画の取組状況

ＣＯ2 排出量削減

（１）電気使用量削減

　昼休みの消灯 事務所照明ｽｲｯﾁに節電ｼｰﾙ貼付 エアコンの設置温度シール貼付

　　　昼休みの消灯風景写真

　事務所の照明を昼休み（１２時～１３時）消灯し、節電に努めています。

（2）燃料使用量削減

　車両にｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟのｼｰﾙ貼付

一般廃棄物排出量削減

　可燃ごみの計測 　コピー用紙の裏紙使用

水使用量の削減

節水シール貼付 節水シール貼付

本社及び現場事務所の水道蛇口に節水シールを貼付け、啓発を計っています。



グリーン購入

エコマーク商品の購入 エコマーク商品の購入

環境美化活動

ロードボランティア活動

　

県道高知本山線の道路清掃活動を行いました。（年10回実施）

環境負荷の少ない工事

低騒音、排出ｶﾞｽ対策型重機の使用 工事看板の間伐材の使用 粉塵発生の低減

騒音低減と、排出ガス量削減に努めました。 高知県産品木材を使用 散水し、粉塵を抑制した。

ICT施工

レーザースキャナで三次元測量　⇒　データ変換入力　⇒　ディスプレイに掘削深度表示

表示に従って掘削作業を行ったのでスムーズに作業が完了した。



8．環境経営目標の実績

グリーン購入（％）

※購入電力のCO2排出係数は平成30年12月27日公表の四国電力の調整後排出係数0.535㎏-CO2/kWｈを使用した。

※　グリーン購入、環境負荷の少ない工事件数、環境美化活動は目標値に対する割合です。

※　環境負荷の少ない工事件数

・ 低騒音・排出ガス対策型の重機使用

・ 型枠・工事看板への間伐材の使用

・ 環境負荷の少ない材料（リサイクル材、県産品等）の使用

※　達成率　＝　（実績値　/　目標値）　×　100　（％）

＜環境経営目標未達成理由＞

・ 本年度は河川の浚渫工事があり、施工の際に重機やダンプの稼働が多かったので軽油の使用量が大幅に増えている。

・ 保管年数を越えた書類等をまとめて処分したので一般廃棄物の排出量が増えている。

16件/16件

環境美化活動（回） 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0

環境負荷の少ない工事件数（件） 39件/39件 27件/27件 17件/17件 6件/6件 10件/10件 12件/12件

二酸化炭素排出量（㎏-CO2） 72,906 69,990 88,846.17 127 未達成

環 境 経 営 目 標 項 目
基準年(３ヶ年平均) 令和3年度　目標 令和3年度結果 達成率

結果
Ｈ26.6.1-Ｈ29.5.31 R3.6.1-R4.5.31 R3.6.1-R4.5.31 （％）

燃料使用量（ガソリン）（ℓ） 13,520 12,979 10,133.99 78 達成

電力使用量（kWh) 13,256 12,726 11,523 91 達成

燃料使用量（灯油）（ℓ） 289 277 165.0 60 達成

燃料使用量（軽油）（ℓ） 13,032 12,511 22,775.06 182 未達成

産業廃棄物排出量（ｔ） 1,268 1,217 490.06 40 達成

一般廃棄物排出量（ｔ） 0.05 0.0480 0.0672 140 未達成

水使用量（m3） 264 225 133 59 達成

廃棄物再資源化率（％） 100 100 100 100 達成

80 90 91 +1 達成

令和2年

環境負荷の少ない工事件数（％） 27件/27件 100 16件/16件 - 達成

環境美化活動（回） 10 10 10 100 達成

過 去 の 実 績
平成２７年度 平成２８年度 平成29年度 平成30年度 令和元年 令和3年

実　　績 実　　績 実　　績 実　　績 実　　績 実　　績 実　　績

63,161.50 88,846.17

11,605.00 11,523

二酸化炭素排出量（㎏-CO2） 64,740.0 52,663.0 80,657.0 54,265.0 77,668.0

10,133.99

電気使用量（kWh) 10,407.0 11,812.0 11,871.0 11,985.0 10,909.0

燃料使用量（軽油）（ℓ） 22,775.06

燃料使用量（ガソリン）（ℓ）

165.0

売上高百万円当りのCO2排出量
（ｋｇ-CO2/百万円） 196 94 182 244 152 88 310

燃料使用量（灯油）（ℓ）

24,886.0 20,328.0 31,164.0 19,677.0

9,794.24

13,108.27

165.0

9,873.0

18,905.0

60.0

0.0466 0.0672

産業廃棄物排出量（ｔ） 1,431.0 978.0 1,552.0 984.9 2,935.0 609.77 490.06

一般廃棄物排出量（ｔ） 0.07 0.04 0.04 0.04 0.05

90.0 91.0グリーン購入（％）　　　 73.0 80.0 83.0 88.0 89.0

100.0 100.0

水使用量（m3） 204.0 205.0 204.0 203.0 212.0 210.0 133.0

廃棄物再資源化率（％） 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0



９．環境経営計画の取組結果とその評価

　期　　間　：令和３年６月　～　令和４年５月

　確認方法：各担当者が3ヵ月ごとに記録した活動結果表を元に確認する。

責任者 評価項目 活動内容 取組結果・見直し

・ 電気のスイッチをこまめに消す

○

ＣＯ2
排出量
削減

電気使用
量削減

中田

結果
クールビス（5月～9月）・ウォームビズ（11月～
3月）の時期を設定し、全体の定着に努めた。

・ エアコンの設定温度を冷房（28°）暖房（20°）にする

○

ＣＯ2
排出量
削減

電気使用
量削減

中田

結果
クールビス（5月～9月）・ウォームビズ（11月～
3月）の時期を設定し、全体の定着に努めた。

・ ＰＣの不使用時の電源オフ
○

ＣＯ2
排出量
削減

電気使用
量削減

中田

結果
クールビス（5月～9月）・ウォームビズ（11月～
3月）の時期を設定し、全体の定着に努めた。

・ クールビス・ウォームビズを活用する
○

見直し 出来てきたので、次年度も継続します。ＣＯ2
排出量
削減

電気使用
量削減

中田

・ 現場事務所にカーテンを設置する

○

見直し 出来てきたので、次年度も継続します。ＣＯ2
排出量
削減

電気使用
量削減

中田 ○

見直し 出来てきたので、次年度も継続します。ＣＯ2
排出量
削減

電気使用
量削減

中田

・ 給油量を記録して燃費の計算をする
結果

毎朝の朝礼等で周知徹底して、削減に努め
た。

燃料使用
量削減

浜口 ○

ＣＯ2
排出量
削減

・ 重機のアイドリングストップを推進する
結果

毎朝の朝礼等で周知徹底して、削減に努め
た。

燃料使用
量削減

浜口 ○

ＣＯ2
排出量
削減

・ 出来るだけ乗り合わせて使用車両を減らす
見直し 出来てきたので、次年度も継続します。

燃料使用
量削減

浜口 ○

ＣＯ2
排出量
削減

見直し 出来てきたので、次年度も継続します。

燃料使用
量削減

浜口 ○

ＣＯ2
排出量
削減

・ 可燃ゴミの計測

一般廃棄物
排出量削減

中田

結果
活動はしっかりできていたが、保管年数を越
えた書類等をまとめて処分したので一般廃棄
物の排出量が増えている。

○
・ コピー用紙の裏紙の使用一般廃棄物

排出量削減
中田

結果
活動はしっかりできていたが、保管年数を越
えた書類等をまとめて処分したので一般廃棄
物の排出量が増えている。

○
・ 集約コピーを活用し、コピー枚数の削減

一般廃棄物
排出量削減

中田 ○

見直し
排出量の増大の原因ははっきりしているの
で、
活動内容の修正はせずに継続してやります。・ 書類の電子化を進め、ペーパーレスを心掛ける

一般廃棄物
排出量削減

中田 ○

見直し
排出量の増大の原因ははっきりしているの
で、
活動内容の修正はせずに継続してやります。

・ 建設副産物のリサイクル推進

産業廃棄物
排出量削減

田村

結果 マニフェスト管理もしっかりされていた。

○
・ 排出量を削減する為、工事別で施工方法を考える産業廃棄物

排出量削減
田村

結果 マニフェスト管理もしっかりされていた。

○
・ 運搬・処分委託契約を必ず交わす

産業廃棄物
排出量削減

田村 ○

見直し 出来ていたので次年度も継続します。
・ マニフェスト伝票による管理を徹底する

産業廃棄物
排出量削減

田村 ○

見直し 出来ていたので次年度も継続します。

・ 蛇口の閉め忘れが無いか確認する 結果
水使用量削減 中田

閉め忘れはなかった
○

見直し
水使用量削減 中田

引き続き実施します。
○

・ 使用済みインクカートリッジを業者に渡す 結果
グリーン購入 中田

エコマーク文具購入が定着してきた
○

・ エコ商品を優先して購入する 見直し
グリーン購入 中田 ○

引き続き実施します。

・ ロードボランティア活動を行う 結果 出来ている

○環境美化活動 田村
・ 事務所周辺を毎朝清掃する 見直し

○毎月の活動を徹底し。年間10回以上の活動
を目指す。

環境美化活動 田村

・ 低騒音、排出ガス対策の重機を使用する

環境負荷の
少ない工事

浜口

結果

ダンプでの残土運搬が多かったので場内を
出る前にタイヤの洗浄をした上で、場内出口
より30m区間の道路を高圧洗浄機で洗い、道
路汚損を防いだ。

○

・ 型枠・工事看板への間伐材の使用

環境負荷の
少ない工事

浜口

結果

ダンプでの残土運搬が多かったので場内を
出る前にタイヤの洗浄をした上で、場内出口
より30m区間の道路を高圧洗浄機で洗い、道
路汚損を防いだ。

○

・ 環境負荷の少ない材料（リサイクル材、県産品等）の使用

環境負荷の
少ない工事

浜口

結果

ダンプでの残土運搬が多かったので場内を
出る前にタイヤの洗浄をした上で、場内出口
より30m区間の道路を高圧洗浄機で洗い、道
路汚損を防いだ。

○・ 環境配慮工事チェックシートによる工事前後の協議
環境負荷の
少ない工事

浜口

結果

ダンプでの残土運搬が多かったので場内を
出る前にタイヤの洗浄をした上で、場内出口
より30m区間の道路を高圧洗浄機で洗い、道
路汚損を防いだ。

○

・ 粉塵発生の低減

・ 散水車による道路散水

環境負荷の
少ない工事

浜口 ○

見直し
降雨時の残土運搬は道路汚損が考えられる
ので、搬出のタイミングや天日による乾燥等
の対処を考える。



　

　環境目標は、平成26年6月～平成29年5月の期間の平均データを基準とし設定しております。

　単年度

グリーン購入（％）

※購入電力のCO2排出係数は平成30年12月27日公表の四国電力の調整後排出係数0.535㎏-CO2/kWｈを使用した。

※基準年（３ヶ年平均）の二酸化炭素排出量も0.535㎏-CO2/kWｈを用いて算出した。

※グリーン購入量は製品購入金額全体に対する環境商品の購入金額割合（％）

※環境負荷の少ない工事件数（目標値は全受注件数に対する環境配慮工事の割合）

・ 低騒音・排出ガス対策型の重機使用

・ 型枠・工事看板への間伐材の使用

・ 環境負荷の少ない材料（リサイクル材、県産品等）の使用

中長期目標

１０．次年度の環境経営目標

燃料使用量（灯油）（ℓ） 289 275

一般廃棄物排出量（ｔ） 0.05 0.0475

燃料使用量（ガソリン）（ℓ） 13,520 12,844

燃料使用量（軽油）（ℓ） 13,032 12,380

二酸化炭素排出量（㎏-CO2） 72,906 69,261

電力使用量（kWh) 13,256 12,593

環 境 経 営 目 標 項 目
基準年(３ヶ年平均) 令和4年度　目標

Ｈ26.6.1-Ｈ29.5.31 R3.6.1-R4.5.31

水使用量（m3） 230 224

80 91

環境負荷の少ない工事件数（％） 27件/27件 100

産業廃棄物排出量（ｔ） 1,268 1,205

廃棄物再資源化率（％） 100 100

令和6年度 令和7年度 令和8年度

実績（基準年） 目標 目標 目標 目標

環境美化活動（回） 10 10

環 境 経 営 目 標 項 目
３ヶ年平均 令和5年度

電力使用量（kWh) 13,256 12,461 12,328 12,196 12,063

二酸化炭素排出量（㎏-CO2） 72,906 68,532 67,803 67,074 66,344

燃料使用量（軽油）（ℓ） 13,032 12,250 12,120 11,989 11,859

燃料使用量（ガソリン）（ℓ） 13,520 12,709 12,574 12,438 12,303

一般廃棄物排出量（ｔ） 0.05 0.0470 0.0465 0.0460 0.0455

燃料使用量（灯油）（ℓ） 289 272 269 266 263

廃棄物再資源化率（％） 100 100 100 100 100

産業廃棄物排出量（ｔ） 1,268 1,192 1,179 1,167 1,154

グリーン購入（％） 80 92 93 94 95

水使用量（m3） 230 223 222 221 220

環境美化活動（回） 10 10 10 10 10

環境負荷の少ない工事件数（％） 27件/27件 100 100 100 100



11．次年度の環境経営計画

期間：　令和4年6月　～　令和5年5月

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

グリーン購入 中田
令 和 5 年
5 月 末

中田

項目 活動内容 責任者

ＰＣの不使用時の電源オフ

クールビス・ウォームビズを活用する

令 和 5 年
5 月 末

重機のアイドリングストップを推進する

期 限

ＣＯ2

排出量
削減

電力使用量削減

電気のスイッチをこまめに消す

中田
令 和 5 年
5 月 末

エアコンの設定温度を冷房（28°）暖房（20°）にする

燃料使用量削減

出来るだけ乗り合わせて使用車両を減らす

現場事務所にカーテンを設置する

給油量を記録して燃費の計算をする

浜口

一般廃棄物排出量削減

環境負荷の少ない材料（リサイクル材、県産品等）の使用

環境配慮工事チェックシートによる工事前後の協議

産業廃棄物はできるだけ再資源化処理業者に委託する

令 和 5 年
5 月 末

コピー用紙の裏紙の使用

使用済みインクカートリッジを業者に渡す

エコ商品を優先して購入する

蛇口の閉め忘れが無いか確認する

排出量を削減する為、工事別で施工方法を考える

書類の電子化を進め、ペーパーレスを心掛ける

運搬・処分委託契約を必ず交わす

建設副産物のリサイクル推進

マニフェスト伝票による管理を徹底する

集約コピーを活用し、コピー枚数の削減

可燃ゴミの計測

産業廃棄物排出量削減 浜口
令 和 5 年
5 月 末

水使用量削減 中田
令 和 5 年
5 月 末

環境美化活動 中田
令 和 5 年
5 月 末

環境負荷の少ない工事 浜口
令 和 5 年
5 月 末

散水車による道路散水

ロードボランティア活動を行う

粉塵発生の低減

低騒音、排出ｶﾞｽ対策の重機を使用する

事務所周辺を毎朝清掃する

型枠・工事看板への間伐材の使用



１２．環境関連法規等の遵守状況の確認及び
評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果

適 用 条 項 遵守 状況

第１２条の三 遵　守

第12条9項 該当なし

第12条の
二　第10項

該当なし

適 用 条 項 遵守 状況

第１４条 遵　守

適 用 条 項 遵守 状況

第１４条 遵　守

適用条項 遵守 状況

第5条 遵　守

適用条項 遵守 状況

遵　守

適用条項 遵守 状況

遵　守

適用条項 遵守 状況

遵　守

環境関連法規等の違反、訴訟等の有無

令和3年6月1日から令和4年5月31日まで環境関連法規への違反はありませんでした。

なお関係当局より違反等の指摘は、過去3年間ありませんでした。

訴訟及び環境に関する外部からの苦情・要望等はありませんでした。

産業廃棄物管理票（マニフェスト）の交付 毎年３月 濵口誠一

振動規制法

具体的内容

1回/年 濵口誠一 令和4年6月3日

毎年6月 濵口誠一 遵　守 令和4年6月3日

多量排出事業者は処理計画に関する報告書の作成及び
高知市長への提出

毎年6月 濵口誠一

点検頻度 担当者 確認日

濵口誠一 令和4年6月3日

令和4年6月3日

第１２条の
三　７項

マニフェスト交付状況報告書の作成及び高知市長への提出

高知市環境基本条例

廃棄の処理及び清掃に関する法律

具体的内容 点検頻度 責任者 確認日

第３条

第１２条
産業廃棄物の事業者の処理

1回/月 濵口誠一

1回/月 遵　守 令和4年6月3日

遵　守 令和4年6月3日

濵口誠一

産業廃棄物の委託契約

事業者の責務

事業活動に伴って生じた廃棄物を自らの責任

において適正に処理

点検頻度 担当者 確認日

特定建設作業の実施の届出
（建設作業開始７日前までに市町村長に届出）

1回/年

対象建設工事受注時に書面作成し、発注者に説明
する

1回/年 濵口誠一 令和4年6月3日

具体的内容 点検頻度 担当者 確認日

基本理念及び事業活動に伴う環境への負荷の低減 1回/年 濵口誠一 令和4年6月3日

建設副産物適正処理推進要綱

具体的内容 点検頻度 担当者 確認日

建設リサイクル法

｢再生資源利用計画｣｢再生資源利用促進計画｣(クレ
ダス)の作成・実施状況の記録を１年間保管

令和4年6月3日

騒音規制法

具体的内容

フロン漏えい点検を行い、記録簿を整備する 1回/3ヶ月 濵口誠一 令和4年6月3日

フロン排出抑制法

具体的内容 点検頻度 担当者 確認日

具体的内容 点検頻度 担当者 確認日

濵口誠一 令和4年6月3日

多量排出事業者は実施状況に関する報告書の作成及び
高知市長への提出

毎年6月

特定建設作業の実施の届出
（建設作業開始７日前までに市町村長に届出）

1回/年 濵口誠一 令和4年6月3日



１３．代表者による全体評価と見直しの結果

☑定期見直し

□臨時見直し

環境管理責任者の報告及び改善提案 変更の必要性の有無・指示事項

【取組状況の評価結果】 【環境経営方針】

①環境関連法規制等の遵守状況 変更の必要性：　　□有　　　☑無

　　違反・訴訟はなかった。

②問題点の是正処置及び予防処置の状況

　　是正・予防処置はありません。

③前回までの代表者の指示事項への対応

＜改善提案＞ 【環境経営目標・環境経営計画・環境管理組織体制】

変更の必要性：　　□有　　　☑無

【環境経営目標・計画の達成状況】

環境経営目標 活動経営計画 コメント

に対して 達成状況 （目標値、経営計画に対するｺﾒﾝﾄ）

二酸化炭素排出量 27％増 △

電気使用量 9％削減 ○

燃料使用量（ガソリン） 35％削減 ○

燃料使用量（軽油） 82％増 ×

燃料使用量（灯油） 40％削減 ○

一般廃棄物排出量 40％増 × 【その他】

産業廃棄物排出量 60％削減 ○ 変更の必要性：　　□有　　　☑無

水使用量 41％削減 ○ 目標との差異がありすぎるので見直すこと

グリーン購入量 達成 ○ 最優先で購入できていた

環境負荷の少ない工事 達成 ○ 各現場ごとに工夫されていた

環境美化活動 達成 ○ 出来ていた

＜改善提案＞

【周囲の変化の状況】

①外部コミユニケーション記録より

　　外部からの苦情・要望等はありませんでした。 　今回、鏡川の浚渫工事でICT施工をおこなった結果、

作業日数の短縮化及び作業の効率化が見られた。

②環境関連法規制等の動向他 　過去の同規模の浚渫工事と比較をしてみたが、

　　違反・訴訟及び外部からの苦情・要望はありませんでした。 軽油の使用量は確実に減っていた。

　確実に成果は出ているので、ICT施工を取り入れて

＜改善提案＞ いきたい。

　環境目標に対して大幅な増加がみられるが、浚渫

工事と通常工事を比較した場合、施工内容の違いから

増えるの仕方がないので目標等の修正は行わない。

　環境経営システムは有効に機能しているので継続

して続けてください。

代表者が自ら得た情報

見直しに必要な情報 代表者による見直し

【総括】　（環境経営レポートの代表者による全体の評価と見直しの欄に記載）

達成及び削減・・○　　～30％増・・△　　31％～増・・×

目標項目

受注した工事内容によって達成・
未達成は出てくる。
原因ははっきりしているので目標
値の見直しはしなくてよい。
次回比較できるようデータは収集
しておくこと。


